
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

広島県北広島町　北広島町豊平病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 44 - - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） －

指定管理者(利用料金制) 6 - - - - - 44 【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

18,780 3,529 第２種該当 １３：１ 37 - 37

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 89.4 101.5 104.1 101.9 101.3 当該値 69.4 55.6 68.0 60.8 51.9 当該値 34.9 44.7 30.2 26.3 32.5 当該値 63.4 41.3 58.9 65.2 51.1

平均値 96.5 97.7 96.2 94.8 96.1 平均値 70.5 72.2 69.5 67.7 66.8 平均値 154.8 139.9 156.6 106.0 118.7 平均値 63.9 64.9 63.4 62.3 59.4

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 22,457 22,481 21,831 21,728 22,074 当該値 11,252 11,331 10,659 9,492 6,709 当該値 79.1 93.4 84.5 82.9 101.3 当該値 18.8 24.4 22.8 26.2 13.4

平均値 24,767 25,920 24,479 25,136 26,485 平均値 7,997 8,159 8,000 8,023 8,109 平均値 73.4 75.2 79.5 81.1 81.6 平均値 19.1 19.3 17.6 17.4 16.0

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 38.7 42.3 45.2 48.5 51.2 当該値 38.5 54.3 62.9 71.0 84.6 当該値 34,329,591 34,329,591 34,855,727 35,134,795 34,925,023

平均値 47.3 50.2 52.7 52.8 54.2 平均値 66.7 67.2 70.5 68.9 70.2 平均値 37,994,115 42,228,890 41,785,853 44,571,078 45,346,697

経営比較分析表（平成30年度決算）

公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 年度 - 年度 平成28 年度

Ⅰ 地域において担っている役割

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

豊平地域唯一の医療機関であり、地域住民のかか
りつけ医としての役割がある。豊平地域の高齢化
率は49.8%(H31.3月末)であることからも、受診す
る患者層の多くが高齢者であり、整形外科的治療
に加え、リハビリ機能を充実させることで寝たき
り予防、介護予防に取り組んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　
また、公共交通(バス)の乗継拠点であることや受
診に際し買い物等を行うなど生活を支える拠点と
なっている。併せて､近隣に特別養護老人ホーム
や歯科医療機関があり、医療介護の連携も求めら
れている。

指定管理料で赤字補てんをしているため経常収支
比率は100％を超えている。平成30年12月に平成
31年4月から診療所への経営形態転換の方向性を
出し、1月から計画的に入院患者数を制限し3月に
は完全閉鎖した。そのため、医業収支比率は病棟
閉鎖の影響もあり平成29年度の60.8％から51.9％
に低下した。病床利用率は、病棟廃止が決まり
51.1％にとどまり、5年連続で70％を下回った。
地域医療を守るため指定管理者制度を平成28年度
から導入し、管理者とともに健全経営を目指した
が､経営の健全化には至らなかった。

平成14年の開院から17年が経過しており、今後、
建物や空調設備、ガス設備などに大規模な修繕・
更新が必要である。また、医療機器備品について
も、更新が必要となる。

医業収益以上に、人件費や経費などの費用が増
え、一般会計からの多額な繰入れは必要なまま
で、効率的な経営とはならなかった。翌年度以降
の経営の健全化に向けた経営計画を立てられない
ことや、今後の町の財政状況や人口減少も踏ま
え、平成31年4月1日から無床診療所に変更するこ
ととした。広島圏域北西部地域の医療機関との連
携と機能分化により、地域完結型医療の中で、豊
平地域の医療を将来にわたり確保する。
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④病床利用率(％)
【74.9】
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③累積欠損金比率(％)
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①有形固定資産減価償却率(％)
【52.5】
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②器械備品減価償却率(％)
【68.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【47,139,449】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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【54.8】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【14,708】
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【52,412】


